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で高速演算する高度なアナログコ
ンピュータとして注目されていま
す。小型で超省エネ（消費電力量
10～30W）でありながら，スーパ
ーコンピュータ京（消費電力量約
990万W）に匹敵する情報処理を実
行することができます。脳からヒ
ントを得たコンピューターや，脳
と機械のインターフェース（BMI）
を活用した技術開発などが実際に
始まっています。しかし，脳の認
知システムや計算アルゴリズムは
完全には解明されていません。脳で行われる
高度な情報処理システムを理解し，それを応
用することで，革新的な情報通信技術（ICT）
などの創出が見込まれることから，社会・産
業界からも熱い視線が注がれています。
脳学際研究部門（BIRD）
～脳と神経情報・システムの研究開発基盤～
ヒトの心や行動を制御する複雑な脳を解明
し，その成果を応用した創発的な開発につな
げるには，マルチスケール，マルチモーダ
ル，マルチディメンショナルな研究アプロー
チが必要です。また，それらを統合するため
のインフォマティクスも必須となります。こ
のためには学際的な連携がキーとなります。
理科大では，理学～工学～薬学～医科学に
わたる幅広い研究分野で，多次元・多軸の研
究が行われています。脳学際研究部門（Bra-
in Interdisciplinary Research Division， “BIRD”）
は，これら学内に分散する異分野（実験系，
情報系，システム系，工学系など）の研究者が
力強く連携できる研究・開発基盤を構築しま
す。この連携基盤での相乗効果を活かして，
多分野融合型の創造性あふれる革新的な脳・
神経情報・神経システムに関する研究成果を
理科大から発信することを目的とします。
現在，以下の３つの異分野融合型研究グル
ープを設定して活動を行っています。
① 脳の健康と疾患メカニズムグループ
認知に着目した脳の健康と疾患について，
分子，神経回路からモデル動物までの多次元
研究を遂行し，関連メカニズムを解明し，改
善薬や診断薬のシーズ創出をめざします。
② 脳の情報とシステムグループ
ヒトの視知覚に着目した脳内情報処理につ
いて，脳機能イメージング，認知心理実験，
脳型アルゴリズムなどの多次元研究を遂行
し，情報処理システムの解明とモデルや理論
の構築をめざします。
③ 脳の計測と技術開発グループ
発達障害等における視線行動や生理指標に
着目した性格特性について，脳機能障害の解
析や評価の多次元研究を遂行し，関連する計
測技術やアシスト装置の創出をめざします。
（脳学際研究部門HP
http://www.rs.tus.ac.jp/bird/）
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はじめに
脳は私たちの心や行動を制御する組織で
す。人が心豊かに質の高い生活を送るために
は，正常な脳のはたらきは欠かせません。現
代社会では，複雑・多様化によるうつ病やス
トレス関連障害，長寿高齢化による認知症な
どの脳の病気が増加しており，脳の健康を守
ることが大切になっています。脳はさまざま
な情報を超並列に高速演算し，自ら学習して
記憶・想起する生きた情報処理装置です。脳
にヒントを得た新技術やデバイスの創出も期
待されています。
脳学際研究部門は，理工系総合大学である
理科大ならではの多分野・異分野融合型によ
る創発的な研究連携基盤を構築し，脳のしく
みの解明と脳の健康の維持・促進，脳活動の
計測とモデル化，脳にヒントを得た技術開発
をめざします。
脳研究の背景
脳は，ヒトの体の中で，人らしい特質を賦
与された最も代表的な組織です。このため，
脳を知ることは，人を理解することにもつな
がります。脳を研究する学問は脳科学や神経
科学と呼ばれ，21世紀に飛躍的な発展が期待
されています。脳は，複雑なネットワーク構
造をもち，高度な情報処理機能を発揮します。
脳を知るには，分子・細胞・回路・生理・シ
ステム・行動・病態などの多次元・多軸の多
角的な研究アプローチを駆使することが不可
欠であり，日進月歩で進化する先端的技術の
導入は大きなブレークスルーにつながりま
す。さらに，得られる膨大な神経情報のモデ
ル化やシミュレーションによって統合的な理
解も進みます。つまり，脳研究には多分野や
異分野の融合が強力な推進力となります。
脳の健康，心の健康の研究の現状
ヒトが人らしい生活をするためにはなくて
はならない脳ですが，私たちはライフステー
ジでさまざまな脳の健康障害に直面します。
脳の高次機能の発現のためには，胎生～生後
初期に活発におこる複雑な神経回路の形成が
必要です。その配線ミスは脳の発達障害の原
因となり，例えば，自閉症スペクトラム障害
や統合失調症のリスクにもつながります。そ
して，人類は誕生以来未だ経験したことがな
いほどの人間社会の複雑・多様化，長寿・超
高齢化に直面しており，これまでになく脳の
健康が脅かされています。
現代のストレス社会では，誰もがうつ病や
ストレス関連障害に陥るリスクに曝されてい
ます。また，高齢者における認知症の増加
は，個人の生活の質（QOL）の損失だけでな
く患者家族の負担と経済的損失にも直結する
国民健康上の深刻な社会問題です。こうした
現状の中，脳のしくみを知り，脳の健康，心
の健康の障害を克服する研究や臨床開発が求
められています。
脳の情報処理の研究の現状
脳は，多種多様な外的・内的情報を超並列
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